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論文内容の要旨
本論文は超広帯域陰極線管に関する研究の成果をまとめたもので，つぎの 6 章からなっている。
第 1 章の緒論においては，近年のレーザー，核反応，超高速素子あるいは超高速現象などの研究に
おいて，サブナノセカンド領域の単発現象波形の観測々定の必要性が急速に高まりつつある中で，本
研究の必要性を明らかにするとともに，その問題点および内外の研究概要と本研究の占める位置およ
び内容の概要について述べている。
第 2 章においては， O.lnS 以下の立ち上り時間波形の観測を目標に，これに必要な陰極線管の電子
ビーム偏向系として同軸形ヘリカルストリップ遅波回路を考案し，その位相特性について理論ならび
に実験的に検討を加え，これが従来の DC~ 2 GHz 帯域の壁を破って 2 倍以上の DC~ 5 GHz におよ
ぶ超広帯域位相特性を示し 進行波形電子ビーム偏向系として極めて有望な特性をもつことを明らか
にしている。
第 3 章では，この遅波回路の梼性インピーダンスについて進行波電子偏向系の立場から，そのトラ
ンスパース特性インピーダンスの定義を提案し，計算および測定結果から上記の DC~ 5 GHz の超広
帯域にわたり，信号伝送ケーブルの特性インピーダンス500 に容易に整合し得ることを明らかにして
いる。また実際に用いる場合にその信号伝送ケーブルとの入出力接続端部におけるインピーダンス整
合についても，パルス法による測定法によ}って詳細にインピーダンス不整合点を検出し，これを除く
新しい接続法と終端法を考案し，この帯域内において電圧定在波比1. 5以下に整合をとり得ることを示
している。
第 4 章においては，超高速単発波形の写真記録による観測に関して，これまでのオシロカメラでは
-394-
O.lnS/cmの高速単掃引波形の記録観測は不可能で，この記録速度の限界を飛躍的に上げるため， CR 
T のスクリーン面に Fiber Optics Plate を使用し，その表面に記録用写真フィルムを密着し輝線波
形を記録する方法の記録速度の限界について解析し O.lnS/cmの記録が充分可能な範囲内にあること
を明らかにするとともに，実験的にこれを示した。また，この記録速度の限界を基準に， Fiber Optics 
記録面の寸法を導く設計指針を検討している。
第 5 章では，前の各章で得られた成果を適用した半金属製の進行波形 Fiber Optics 陰極線管の設
計製作法について概説するとともに，これによって開発された二種類の超広帯域陰極線管の総合特性
結果に関して記述している。さらに，これと正弦波同期掃引方式とを組合せて これまで記録観測の
できなかったO.lnS 領域の立ち上り時間をもった超広帯域オシロスコープを開発し，これを用いては
じめて観測されたレーザーパルス波形などの超高速波形の記録写真例を示している。
第 6 章では，結論として本研究で得られた成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
超高速単発現象波形の観測には超広帯域陰極線管が必要であり，従来は DC~ 2 GHz の帯域に止っ
ていた。本論文ではこれを DC~ 5 GHz に拡げることに成功している。
すなわち偏向系として同軸形ヘリカルストリップ遅波回路を新しく提案し，これと 500 同軸線路と
の広帯域整合をとることで， 5GHz まで平担な偏向感度を得ている。つぎにスクリーン面にファイバ
ガラス板を用い，これと記録フィルムとを密着させることで記録速度O.lnS/cm に高めている。これら
の成果に基づいて，総合特性として DC~ 5 GHz の動作帯域を持つ広帯域オシログラフを構成してい
る。
このように，本論文は電子管工学の進歩に寄与するところが大きしミ。よって博士論文として価値あ
るものと言忍める。
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